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要 旨 

【緒言】レモンなど柑橘類には高い殺菌抗菌効果を持つものがある。そこで、災害大国・日本での大地震や台

風・豪雨など災害緊急時に活用できる柑橘類の一つとしてカボスに注目し、その殺菌抗菌効果を解析した。 

【方法】カボスはスーパーで購入した。細菌は表皮ブドウ球菌と大腸菌を使用した。殺菌抗菌効果判定には、

ディスク拡散法（阻止円形成法）を利用した。 

【結果】表皮ブドウ球菌において、カボス果汁では平均17.8mm、カボス果肉では平均32.5mmの阻止円が形成

された。大腸菌については、カボス果汁では平均13.5mm、カボス果肉では平均23.5mmの阻止円が形成された。

また、カボス果皮では阻止円は形成されなかった。 

【考察】 表皮ブドウ球菌ではカボス果肉でカナマイシン30μgの約2.7倍の殺菌抗菌効果を示した。また、大腸菌

に対する阻止円形成において、カボス果肉では、カナマイシン30μgの約0.7倍の殺菌抗菌効果を示した。これら

の結果より、カボスは表皮ブドウ球菌および大腸菌に対し高い殺菌抗菌効果を示すことから、災害緊急時の簡

易的な医療処置方法の開発として応用できると期待される。 

 

Key Word：カボス、常在菌、殺菌抗菌効果、災害看護、ディスク拡散法（阻止円形成） 

 

Ⅰ．緒 言 

 日本はその地理的環境から大地震や火山噴火をは

じめ、台風・豪雨など様々な災害が発生しやすいと

言われている1)。日本の国土面積は世界全体の0.25％

であるにもかかわらず、世界全体に占める日本の災

害発生割合は非常に高く、世界有数の災害大国と言

われている；活火山数は世界の活火山数の7.0％を   

占めており、1996～2005年でマグニチュード６以上

の地震回数は世界の中で日本がその20.8％を占めて

いる1)。 

 近年発生した大災害には2017年の九州北部豪雨や

2023年７月の福岡県久留米市を襲った豪雨による土

砂崩れや大洪水の災害などが挙げられるが、その中

でも2011年に発生した東日本大震災では死者と行方

不明者の合計は25,949人にのぼった2)。この東日本大

震災では、多くの傷病者が発生し医療の需要が拡大

する一方、病院なども被災したため、ライフライン

の途絶や医療従事者の確保の困難などにより被災地

域内では十分な医療も受けられず症状の悪化や避け

られた災害死などが多数発生し、大きな社会問題と

して取り上げられた。 

 前述したように、災害緊急時では、医療機関自体

の被災による機能不全、土砂災害などによる孤立の

ため医療機関等に行けない状況など、医療機関等で

必要な医療を受けることができない状況が多発して

いる。その際に一般家庭内にある食材や日用品等を

使って応急処置を行うことで、創傷やそれに伴う感

染症などによる病状の悪化を防ぐことができるので

はないかと考えている3)。先行研究においても、その

ような災害緊急時に殺菌抗菌目的で利用できるもの

として、食酢、各種アルコール飲料、タマネギ、ハ

チミツ、生姜、梅干しの汁、レモンなどの解析を行

い、その有用性を公表してきた4～9)。その中でも食酢

や梅干しの汁には非常に強力な殺菌抗菌効果があり、
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100％濃度の食酢や梅干し汁には抗生物質であるカ

ナマイシンよりも有意に高い殺菌抗菌効果があるこ

とが分かり、塗擦消毒として70％エタノールに匹敵

するという研究結果も得られている4,8)。さらに、柑

橘類のレモンや濃縮還元レモンであるポッカレモン

でも高い殺菌抗菌効果を示すという結果も報告され

ている9)。このように、レモンなど柑橘類には非常に

高い殺菌抗菌効果があると考えられるが、レモンは

海外からの輸入が90％を占めており、近年のパンデ

ミックや輸入価格の高騰などが起きうる現状におい

ては、災害時にさらにすぐに手に入らない可能性も

ある。そこで、本研究では日本国内で栽培・収穫さ

れる日本産柑橘類に注目することにした。その中で

も、台風や豪雨などの災害が多発する時期に収穫さ

れ、かつ高温多湿の日本でも比較的保存期間が長い

柑橘類として、カボスやユズ、スダチに注目した。 

 カボス（Citrus sphaerocarpa hort. ex Tanaka）は比

較的酸味が強く福岡県の隣県、大分県の特産物であ

る。カボスはダイダイ系の酢みかんの１つであり、

類似した柑橘類にはスダチやユズ、ライムなどがあ

る10,11)。カボスとスダチはユズから派生したものであ

り、ライムは東南アジアが原産といわれている。ス

ダチは四国徳島県の特産果実で、おだやかな酸味が

あり、クエン酸を主とする果汁中の酸含有量が多い

とされている12)。また、スダチチン、デメトキシスダ

チチンといったスダチ固有のフラボノイドを含み、

抗酸化活性をもつとして注目を集めている13,14)。ユズ

は高知県など四国の特産だが、元来は中国の長江上

流域が原産であり、唐の時代に遣唐使が日本へ持ち

帰ったとされている12)。日本の寒さに強く、リラック

ス効果のある香りが特徴で果皮・果汁ともに栄養価

が高く、香辛料や薬味として有効活用されている。

ライムは、熱帯および亜熱帯の気候で育つといわれ

ている。16世紀にスペインの探検家がアメリカに持

ち帰った際には、壊血病を予防する果実として鉱夫

や探検家に重宝されたといわれている15)。 

 カボスは九州・大分県の特産果実であり、国内生

産量の９割以上を大分県で占めている。江戸時代初

頭に中国大陸から伝来し、国内で栽培されるように

なったと言われている。このカボスは古くから大分

県の臼杵地方では「万病に効く」として植栽されて

いるといわれている16,17)。臼杵市内にあるカボスの古

木は昭和51年３月、大分県の調査でカボスの元祖木

と判断され県の特別保護樹木になっていた18)。カボ

スに含まれる成分にはクエン酸、ビタミンC、カリウ

 Ⅰ           細菌の塗布方法 Ⅱ             濾紙 

   

 Ⅰ 細菌を寒天培地の表面全体に塗布した Ⅱ．果汁などを染み込ませた濾紙を中央に置いた 

   図１ 細菌の塗布方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 阻止円の例 
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ムが挙げられ10,19)、風邪予防、疲労回復などの効果・

効能があるとされている。 

 先行研究により、前述の通り、柑橘類の一つであ

るレモンや、その濃縮還元果汁であるポッカレモン

には非常に高い殺菌抗菌効果があることが明らかと

なっている9)。しかしながら、本研究目的の一つには、

一般のどの家庭でも容易に手に入りやすいという観

点があり、前述したカボスやユズ、スダチといった

日本産の柑橘類の方が、輸入物のレモンより入手し

やすい可能性が高いことから、日本産柑橘類である

カボスやユズ、スダチの殺菌抗菌効果を解析するこ

ととした。さらに、カボスやユズ、スダチといった

日本産の柑橘類は、種類や地域によって若干の違い

はあるものの、７月から12月が収穫時期であり、最

近の日本で台風や豪雨や台風など大災害が頻発する

季節とその収穫時期が一致しており、有用性は高い

のではないかと考えられる。そのなかでも、果実の

大きさが一番大きく、収穫時期も６月から12月と最

も長いカボスに注目した。すなわち、果実が大きけ

れば、利用できる果汁の量も多い上、収穫時期が長

ければ、その分災害時でも手に入れることができる

期間も長くなり、災害時でも入手できる可能性も高

くなると考えたからである。確かに、実際の災害緊

急時においては、カボスさえも入手困難なこともあ

るかもしれないが、いつどこで起きるかわからない

災害において、一つでも利用可能な食材等を多く見

つけておくことは、本研究の主目的の一つであるこ

とから、まずは日本産柑橘類の一つであり、上記の

優位性からカボスに注目した。また、カボスは、近

年災害が多発している九州北部や福岡県に一番近い

大分県において日本一の収穫量を持つことから、本

研究の遂行においても容易に手に入れやすいことか

らカボスに注目して、日本産柑橘類の殺菌抗菌効果

について解析を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ カボスによる阻止円形成（表皮ブドウ球菌） 

 

Ⅱ．方 法 

１．対象細菌 

 細菌としては、本研究室で管理・維持している表

皮ブドウ球菌（Staphylococcus epidermidis）と大腸菌

（Escherichia coli）を使用した。培地には、表皮ブド

ウ球菌に対しては卵黄加マンニット食塩培地（栄研

化学）、大腸菌に対しては普通寒天培地（栄研化学）

を使用した。 

 

       表１ カボスによる阻止円の大きさ（表皮ブドウ球菌） 
 （mm） 

 カボス果汁 カボス果肉 (重量g) 滅菌蒸留水 カナマイシン 

１回目A 19  35 (1.21g) 0 12 

１回目B 18  31 (0.75g) 0 12 

２回目A 18  31 (0.54g) 0 12 

２回目B 16  33 (0.56g) 0 12 

ディスクから 

細菌までの距離 
3.3  11 0 3 

平均値 17.8  32.5 (0.77g) 0 12 

標準偏差 ±1.09  ±1.66 0 0 

相対値 1.5  2.7 0 1.0 

       相対値＝各阻止円の平均直径（mm）／Kmの阻止円の平均直径（mm） 

A B 

C D 

滅菌蒸留水 カナマイシン 

カボス果汁 カボス果肉 
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２．細菌の希釈・塗布およびディスク拡散法（阻止

円形成） 

 細菌の希釈方法については、培養した直径１mm

の対象細菌のコロニー１～３個をとり、リン酸緩衝

生理食塩水（PBS）３mlに懸濁したものをオリジナ

ル細菌液とした。本研究ではこのオリジナル細菌液

をさらにPBSで50倍に希釈した細菌液（以後50倍希

釈細菌液と呼ぶ）を作成した。 

 作成した50倍希釈細菌液を、滅菌綿棒を用いて寒

天培地の全体に一様に塗布し（図１）、その中央にカ

ボスや濾紙（ディスク）などの試料を置いた。試料

について、カボスの調整は下記のⅡ-３のカボスの調

整方法のように行い、果汁を60μlずつ染み込ませた

濾紙または果肉や果皮とした。細菌の培養としては、

37℃で15～18時間培養したのち観察・解析した。殺

菌抗菌効果としては、濾紙を含む阻止円の直径を測

定して比較・解析した（図２）。 

 

３．カボスの調整方法 

 カボスはスーパーマーケットで市販されている大

分県産のものを購入した。購入したカボスは、使用

直前に、水道水で水洗いをしたのち、以下のように

果汁、果肉、果皮の３部分に分けて使用した。また、

実験者は使い捨て手袋を着用し、使い捨て手袋着用

後70％エタノール等で消毒したのち、上記にあるカ

ボスの調整を行った。 

 果汁としては、カボスを半分に切ったものを絞り、

その上澄みを使用した（以後カボス果汁と呼ぶ）。果

肉としては、果肉部分を１cm3角に切り使用した（以

後カボス果肉と呼ぶ）。また、カボス果肉の一部につ

いては重量を測って使用した。果皮としては、果皮

部分を１cm2角に切り取って使用した（以後カボス果

皮と呼ぶ）。 

 正の対照実験としてカナマイシン30μg（日本ベク

トン・ディッキンソン）（以後Kmと表記する）、負の

対照実験として滅菌蒸留水を使用した。 

 

Ⅲ．結 果 

１．表皮ブドウ球菌に対するカボスの殺菌抗菌効果

の解析 

 表皮ブドウ球菌に対するカボスの殺菌抗菌効果を

解析するため、カボス果汁とカボス果肉に分けてデ

ィスク拡散法を行った。 

 カボス果汁では平均17.8mmの阻止円が形成され

た（表１，図３Ａ）。カボス果肉では平均32.5mmの

阻止円が形成された（表１，図３Ｂ）。 

 正の対照実験としてのKmでは12mmの阻止円が

形成され、負の対照実験としての滅菌蒸留水では阻

止円は形成されなかった（表１，図３Ｃ，Ｄ）。 

 

２．大腸菌に対するカボスの殺菌抗菌効果の解析 

 大腸菌に対するカボスの殺菌抗菌効果を解析する

ため、カボス果汁、カボス果肉、カボス果皮に分け

てディスク拡散法を用いて行った。 

 カボス果汁では平均13.5mmの阻止円が形成され

た（表２，図４Ａ）。カボス果肉では平均23.5mmの

阻止円が形成された（表２，図４Ｂ）。ただし、カボ

ス果皮では阻止円が全く形成されなかった（表２）。 

 正の対照実験としてのKmでは33mmの阻止円が

形成され、負の対照実験としての滅菌蒸留水では阻

止円は形成されなかった（表２，図４Ｃ，Ｄ）。 

 

Ⅳ．考 察 

１．表皮ブドウ球菌に対するカボスの殺菌抗菌効果 

 ディスク拡散法を用いてカボスの殺菌抗菌効果を

解析したところ、カボス果汁では平均17.8mm、カボ

ス果肉では平均32.5mmの阻止円が形成された（表

１，図３Ａ，Ｂ）。この結果より、カボス果汁やカボ

ス果肉は表皮ブドウ球菌に対して高い殺菌抗菌効果

を示すことが明らかとなった。また、Km30μgの阻止

円の大きさを１として、カボス果汁とカボス果肉の

阻止円の大きさを比較すると、カボス果汁では約1.5

倍、カボス果肉では約2.7倍の大きさの阻止円が形成

された（表１，図５）。本研究のカボス果肉は平均

0.77gであったが、これによりKm30μgの2.7倍の阻

止円が形成されたことは、カボスに非常に高い殺菌

抗菌効果があることを示している。本研究ではカボ

ス果汁を含ませた濾紙やカボス果肉の面積はKmの

ディスクの面積と異なり、相対値の変化が考えられ

るため、実際の殺菌抗菌効果を調べるために、ディ

スクから細菌までの距離を求め、さらにカボスの殺

菌抗菌効果を解析した（表１）。この解析によると、

ディスクから細菌までの距離はカボス果汁では平均

3.3mm、カボス果肉では平均11mm、Kmでは３mm

のディスクから細菌までの距離が求められた。すな

わち、カボス果汁60μlでは平均3.3mmであり、

Km30μgと同等以上のディスクから細菌までの距離

が得られたうえ、カボス果肉１cm3角では平均11mm
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であり、Km30μgの約3.7倍ものディスクから細菌ま

での距離となった。以上の結果からも、カボス果汁

60μlが抗生物質30μgよりも高い殺菌抗菌効果を示す

ことから、カボスの表皮ブドウ球菌に対する殺菌抗

菌効果は災害時に感染予防として応用できる可能性

があると思われる。 

 表皮ブドウ球菌では、カボス果汁とカボス果肉の

阻止円の周囲に黄染がみられた（図３Ａ，Ｂ）。カボ

スと類似した柑橘類であるライムの成分を考慮する

と10,19)、この黄染はカボスの酸性成分によると考えら

れる20)。また、黄染した部分と阻止円の大きさに大き

な違いはないことから、カボスの酸性成分が殺菌抗

菌効果に関係しているのではないかとも考えている。

先行研究によると、レモンやライムといった柑橘系

果汁には殺菌抗菌効果があると言われており、この

効果はクエン酸によるものであると考えられてい   

る21)。また、我々の先行研究でもレモンには高い殺菌

抗菌効果が得られており、未発表データではあるが、

その効果はクエン酸によるものであるという結果も

得ている22)。このことから、今後はカボスとクエン酸

などの酸性成分の濃度についても比較、解析してい

く必要があると考えている。 

 更に、先行研究ではライムなどの柑橘系果汁に多

く含まれるビタミンCの一種のアスコルビン酸（AsA）

においても殺菌抗菌効果があるといわれている23,24)。

これらのことから、今回の実験で得られたカボスの

殺菌抗菌効果はカボス果汁に含まれているクエン酸

やビタミンCなどの成分によるものだと考えられる。

したがって、今後は、カボスの殺菌抗菌効果がカボ

スに含まれるクエン酸やビタミンCによるものかに

ついても比較、解析していく必要があると考えてい

る。 

 また、もしカボスの殺菌抗菌効果がクエン酸によ

るものと仮定すると、カボスは５個100円程度で販売

されていたが、市販のクエン酸を用いてカボス果汁

と同じ殺菌抗菌効果を示す濃度のクエン酸溶液を同

量作ると235円かかることとなり、前者（カボス）と

比べて後者（クエン酸溶液）の方がより高価なもの

となる25)。つまり、カボスによる殺菌抗菌効果がクエ

ン酸によるものとすれば、クエン酸液と比較してカ

ボス果汁は安価に代替品となり得ることを示してい

る。これはビタミンCにおいても同様のことがいえ

る26)。さらに、カボスの収穫時期は６－12月であり、

比較的保存もきくため、長期間にわたって安価かつ

容易に手に入る柑橘類である。このカボスの収穫時

期は近年頻発する台風や豪雨による大災害が頻発す

る時期を大きくカバーしている上、保存もきくこと

から、いつ起きるかわからない災害時でも手に入り

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ カボスによる阻止円形成（大腸菌） 

 

    表２ カボスによる阻止円の大きさ（大腸菌） 
 （mm） 

 カボス果汁 カボス果肉 (重量g) カボス果皮 滅菌蒸留水 カナマイシン 

１回目A 14  20 (-) 0 0 33 

１回目B 14  22 (-) 0 0 33 

２回目A 13  25 (0.45g) - 0 33 

２回目B 13  27 (0.50g) - 0 33 

ディスクから 

細菌までの距離 
1.5  7.6 0 0 14.2 

平均値 13.5  23.5 (0.48g) 0 0 33 

標準偏差 ±0.50  ±2.69 0 0 0 

相対値 0.4  0.7 0 0 1.0 

    相対値＝各阻止円の平均直径（mm）／Kmの阻止円の平均直径（mm） 

A B 

カボス果汁 カボス果肉 

C D 

滅菌蒸留水 カナマイシン 
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やすいうえ、安価で有効性の高い殺菌抗菌目的とし

て利用できると期待できる。カボスやユズ、スダチ

などの柑橘類はそれぞれ収穫時期が少しずつずれて

おり、より長期間をカバーできる上、収穫後の日持

ちも比較的長く、利用できる期間が長いという利点

から、いつ起きるかわからない災害時に手に入る可

能性は輸入に頼っているレモンなどと比べても高い

と思われる。今後は、ユズやスダチにおいてもカボ

スと同様の殺菌抗菌効果があるかどうかについても

さらに解析を進めたいと考えている。 

 

２．大腸菌に対するカボスの殺菌抗菌効果 

 ディスク拡散法を用いてカボスの殺菌抗菌効果を

解析したところ、カボス果汁では平均13.5mm、カボ

ス果肉では平均23.5mmの阻止円が形成された（表

２，図４Ａ，Ｂ）。また、方法で述べたカボス果皮で

は阻止円の形成は全く認められなかった（表２）。カ

ボス果皮からの寒天培地への液体成分がないことが

原因と考えられる。しかし、カボス果汁及びカボス

果肉の結果より、カボス果汁やカボス果肉は大腸菌

に対して殺菌抗菌効果があることが明らかとなった。

また、Kmの阻止円を１として、カボス果汁とカボス

果肉の阻止円の大きさを比較すると、カボス果汁

60μlでは約0.4倍、カボス果肉１cm3では約0.7倍の殺

菌抗菌効果が見られた（表２，図６）。また、本研究

では、前述したようにカボス果汁を含ませた濾紙や

カボス果肉の面積とKmのディスクの面積が異なる

ことによる相対値の変化が考えられるため、実際の

殺菌抗菌効果を調べるために、ディスクから細菌ま

での距離を求め、カボスの殺菌抗菌効果を解析した

（表２）。この解析によると、カボス果汁では平均

1.5mm、カボス果肉では平均7.6mm、Kmでは

14.2mmのディスクから細菌までの距離が求められ

た。すなわち、カボス果肉1cm3角では平均7.6mmで

あり、Km30μgの0.5倍のディスクから細菌までの距

離となった。大腸菌においては、カボス果汁やカボ

ス果肉による阻止円の大きさはKmと比較すると小

さいものだった。しかし、カボス果肉平均0.48gで抗

生物質であるKm30μgの0.5倍の阻止円が形成され

たことは、十分な殺菌抗菌効果を示しているものと

考えている。以上の結果からも、カボスの大腸菌に

対する殺菌抗菌効果は表皮ブドウ球菌同様に災害時

に利用できる可能性はあると考えられる。 

 

３．カボスなどの柑橘類を用いた医療技術への応用 

 図３や図４にあるように、カボス果汁やカボス果

肉は常在細菌である表皮ブドウ球菌や大腸菌などに

対して高い殺菌抗菌効果があることが明らかとなっ

た。特にカボス果肉の殺菌抗菌効果は、表皮ブドウ

球菌ではカボス果肉の平均0.77gでKm30μgの2.7倍、

大腸菌ではカボス果肉の平均0.48gでKm30μgの0.7

倍の阻止円が形成された。この殺菌抗菌効果は果汁

が主なものと考えると、緊急災害時には、カボス果

汁を浸み込ませたガーゼなどで傷口を塗布およびふ

さぐことで感染を防ぐというような、簡易的な応急

処置に使えるのではないかと期待している。今後は

その具体的な処置法についても研究を進めたいと考

えている。この効果を明らかにするために、今後は

食酢を使用した際の先行研究と同じように4)、70％エ

タノールの殺菌抗菌効果とカボス果汁の殺菌抗菌効

果を比較・解析する予定である。他にも、泥水など

を誤飲した際にカボス果汁を飲むことで細菌の感染

予防に利用できるとも考えている。ただし、カボス

果汁をそのまま原液で飲むには酸味が強すぎること

から、カボス果汁の希釈濃度ごとの殺菌抗菌効果を

解析し、有効な殺菌抗菌効果が得られるカボス果汁

濃度を解析する必要性もあると考えている。さらに、

1.5

2.7

0

1.0

0

0.5
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1.5

2

2.5

3

かぼす果汁 かぼす果肉 滅菌蒸留水 Km

相
対

値

図５ カボスとKmの阻止円の相対値（表皮ブドウ球
菌） 
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図６ カボスとKmの阻止円の相対値（大腸菌） 
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カボス果汁に加え、矯味剤として殺菌抗菌効果があ

るといわれているハチミツ等を加えることで飲みや

すくできるとも考えており、ハチミツ等を加えた際

のカボスの殺菌抗菌効果も解析していく予定である。

本研究室の未発表データではあるが、矯味剤である

日本薬局方 ハチミツは高い殺菌抗菌効果があるこ

とが明らかとなっている27)。すなわち、緊急災害時で

は、カボスに加え、ハチミツを使用することで専門

の医療物品が入手困難だが、緊急の応急処置として

消毒等が必要な際にカボス等柑橘類が代用できる可

能性は高いのではないかと考えている。 

 また、カボス果汁は大腸菌に対して殺菌抗菌効果

があることから、これを飲むことで、緊急災害時以

外でも整腸効果が得られることも考えられる。また、

術後の食事開始時に殺菌抗菌効果の認められている

ヨーグルトやハチミツなどと合わせて摂取すること

で、術後の二次感染予防に繋げる方法も今後考案し

ていきたい。 

 Kmのような抗生物質は多用すると薬剤耐性菌が

出現し、医療現場で大きな問題となっている28)。これ

に対し、天然食品であるカボスなど柑橘類を用いた

場合、薬剤耐性菌の出現を防ぎ、かつ殺菌抗菌効果

をあげることも大いに期待できる。本研究において、

カボスは表皮ブドウ球菌や大腸菌に対して殺菌抗菌

効果を示していることから、上記２種類の細菌以外

の様々な細菌に対して殺菌抗菌効果を示す可能性が

ある。今後は、本研究では使用しなかった細菌など

に対しての殺菌抗菌効果も解析していく必要がある

上、前述したようにカボスに類似したスダチやゆず

などの柑橘類についてもその殺菌抗菌効果をレモン

やカボスと比較しながら解析を進める予定である。

今後は、このような殺菌抗菌効果がどの成分による

ものかも解析しながら、その有効な処置方法の開発

を進めたいと考えている。 

 

Ⅴ．結 論 

 本研究において、カボス果汁やカボス果肉には

Kmと比較しても表皮ブドウ球菌では約2.7倍、大腸

菌では0.7倍もの殺菌抗菌効果があることが示され

た。今後は、クエン酸やビタミンCを多く含む様々な

柑橘類の殺菌抗菌効果も解析する予定である。また、

カボスの殺菌抗菌効果がどの成分によるものかを解

析し、その有用性や有効な処置方法の開発について

も解析していく予定である。 

利益相反の有無について 

 本論文において、利益相反はありません。 
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